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リバティ・アライアンス・プロ

ジェクト（リバティ・アライアンス）

は，「連携ID管理技術」のオープン

な国際標準仕様およびビジネスガイ

ドラインを確立することを目的とし

て2002年に設立され，現在では世界

各国から150以上の企業・団体が加

盟している国際標準化策定団体

です．

「連携ID管理技術」とは，Web
サービスの普及により，一個人が管理
するアカウント数が急激に増加してい
る背景を受け，複数のID（個人を識
別するための情報全般．例えば，シス
テムにおける「ユーザアカウント」も

IDの１つ）を安全にセキュアに各Web
サイトが連携して管理する技術を指し
ます．
この連携ID管理技術を実装する際

には， IdP（ Identity Provider），
SP（Service Provider），および連
携IDという概念が必要です(1)．IdPと
は認証情報を統合管理する組織，SP
とはECサイトなどのサービス提供サ
イト，連携IDとはIdPとSPの間で，
SP自身が個別に管理しているIDとIdP
上のIDとを「仮名」と呼ばれる，ラン
ダムに生成した文字列を利用して関連
付けることを指します．

この連携ID管理の国際技術標準仕

様の策定のために，リバティ・アライ
アンスは，技術仕様策定のコンセプト
を大きな「フェーズ」に分けて一般公
開しています（図１）．フェーズ１は
シングルサインオン（SSO），フェーズ
２ではフェーズ１のSSOの拡張およ
び利用者の同意に基づく属性情報交
換，フェーズ３ではS S O仕様が
OASIS（ Organization for the
Advancement of Structured
Information Standards）における
SAML 2.0（ Security Assertion
Markup Language v.2.0）に採択，
属性情報交換機能の拡張と各種Web
サービス連携に向けた仕様を公開して
きました．現在までにフェーズ１，２
の仕様を完成(2)し，フェーズ３の最終
仕様凍結に向けて現在準備が進められ
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ています．
ここでは，リバティが定めたアーキ

テクチャ（リバティ・アーキテクチャ）
について概要を紹介し，現在進められ
ているフェーズ３の概要およびWeb
サービスの１つとしてデジタル放送規
格における個人情報交換仕様として採
択された事例を紹介します．さらに今
後の活動として，NTT戦略とフェーズ
４について紹介します．

リバティ・アーキテクチャはSAML
とSOAP（ Simple Object Access
Protocol）に基づき，３つの主なコン
ポーネントから構成されています（図
２）．
① ID-FF（ Identity Federa-
tion Framework）：連携IDな
ど，SSOを実現するためのもっと
も基本となる仕様群．Ver.1.1で
は，連携ID，SSO，シングルロ
グアウトが規定され，Ver.1.2で
は，IdP間連携，IdP匿名認証が
可能になりました．
② ID-WSF（ Identity Web
Service Framework）：利用
者の属性情報をWebサービス提
供サイト間で交換する仕様群．利
用者の許可に基づくサービスサイ
ト間での個人情報共有，アイデン
ティティ・サービスの発見および
呼出し等が可能になります．
③ ID-SIS（ Identity Service

Interface Specifications） ：
ID-WSFに基づいたWebサービス
を実現するための具体的なサービ
ス・インタフェース仕様群．具体
的なアイデンティティに基づく
Webサービスとして，個人情報お
よび社内サービスに向けた従業員
情報サービスのための仕様が規定
されています．
特にID-SISには，ID-WSFのイン

タフェース DST（ Data Service
Template）が不可欠です．ID-SIS
は各サービスごと規格化される可能性

があります．リバティ・アライアンスで
は，多様なサービスに対応するための
雛形として，ID-WSF仕様群の中に
DST仕様を用意しています．このDST
を用いて，新たなサービス・インタ
フェースを作成し，ID-WSFのフレー
ムワークに基づき，属性情報を交換す
ることが可能です．

2004年から2005年にかけてのリバ
ティ・アライアンスの活動は「フェー

リバティ・アーキ
テクチャ概要

図２　リバティ・アーキテクチャとTVA仕様の位置付け�
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ズ３」と呼ばれ，技術仕様は各コン
ポーネントごとに大きな目標を達成し
ました．
まず，SSOに関してはリバティ・ア

ライアンスのID-FF仕様群が，OASIS
SAML,2 . 0として採択されました．
SAML,2.0は，SSOに関する国際標準
仕様として有力な技術であり，また普
及の面でも有力視されています．
次に，ID-WSF仕様群については，

ソーシャル・ネットワーク・サービスに
おける個人情報管理を規定した仕様が
新たに加わりました．さらに，ID-SIS
仕様群については，従来の個人情報お
よび従業員情報に加え，新たに，プレ
ゼンス・サービス，位置情報サービス，
コンタクトブックサービスの３つのWeb
サービス・インタフェース仕様が公開
されました．
一方，日本における個人情報保護

法実施初年にあたる2005年４月には，
「Liberty Allianceと日本の個人情報
保護法」(4)をリリースしました．

リバティ・アライアンスは，各業界
の標準化団体と協力およびリバティ仕
様導入支援を行う「リエゾン」活動を
行っています．
2004年には，リバティ・アライアン
スは，TV-Anytime Forum（TVA）(5)

とリエゾンを締結しました．TVAは，
欧州放送局およびベンダが主なメンバ
であり，通信との連携と蓄積型放送

サービスを特徴とした新しい放送サー
ビスのための国際標準策定を行ってい
ます．さらに，TVAで採択された仕様
は，欧州電機通信標準化協会（ETSI:
European Telecommunications
Standards Institute）および社団法
人電波産業会（ARIB：Association
of Radio Industries and Busi-
nesses）に参照されています．
NTTは，リバティ・アライアンスお

よびTVAの参加企業であり，双方の
団体において，技術およびビジネス
の点で主導的位置付けを確立してい
ます．
このリエゾン締結により，TVAにお

いて，リバティ・アライアンスのID-
WSFv1.0仕様群が採択され，視聴者
属性交換が規格化されました．さら
に，この視聴者属性交換仕様（TVA
フェーズ２ SP006-3）は，ETSI標準
となることが決定しています（ETSI
TS 102 822-6-3(6)）．具体的には，
TVAですでに仕様化済みの３つのプ
ロファイル（視聴履歴プロファイル，
視聴嗜好プロファイル，個人情報プ
ロファイル）が，リバティ･アライアン
スのID-WSFv1.0の仕組みで，利用
者の許可に基づき，管理・流通され
ます．

リバティ・アライアンスは，今後
フェーズ４として，フィッシングやID
盗難に対応するための「強い認証」に

ついて検討するグループを設立し，さ
らに，認証デバイスとサービス間にお
ける相互運用性について検討を進めて
いきます．引き続き，NT Tはリバ
ティ・アライアンスにおける標準化活
動に参画します．
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